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いままいりのつぼね
・・・・・・1418＝      この頃，将軍の近習衆で幕府の中流家臣の大館上総入道満冬の娘に生まれる。

・・・・・・1427＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：
義教籤引将軍義教籤引将軍義教籤引将軍義教籤引将軍義教籤引将軍義教籤引将軍1428＝10歳：

・・・・・・1436＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：この年_誕生した足利義政の乳母になり，_誕生した足利義政の乳母になり，_誕生した足利義政の乳母になり，_誕生した足利義政の乳母になり，_誕生した足利義政の乳母になり，_誕生した足利義政の乳母になり，

嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・1441＝23歳：

・・・・・・1445＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：
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享徳の乱始・1454＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：
古河公方始・1455＝37歳：*局は女子を当産。義政は19歳であった。有馬元家，烏丸資任とともに｢三魔｣(今，有馬，烏丸と語尾に"ま"*局は女子を当産。義政は19歳であった。有馬元家，烏丸資任とともに｢三魔｣(今，有馬，烏丸と語尾に"ま"*局は女子を当産。義政は19歳であった。有馬元家，烏丸資任とともに｢三魔｣(今，有馬，烏丸と語尾に"ま"*局は女子を当産。義政は19歳であった。有馬元家，烏丸資任とともに｢三魔｣(今，有馬，烏丸と語尾に"ま"*局は女子を当産。義政は19歳であった。有馬元家，烏丸資任とともに｢三魔｣(今，有馬，烏丸と語尾に"ま"*局は女子を当産。義政は19歳であった。有馬元家，烏丸資任とともに｢三魔｣(今，有馬，烏丸と語尾に"ま"

がつくから)といわれ，義政の政治に干渉する邪悪た振葬いががつくから)といわれ，義政の政治に干渉する邪悪た振葬いががつくから)といわれ，義政の政治に干渉する邪悪た振葬いががつくから)といわれ，義政の政治に干渉する邪悪た振葬いががつくから)といわれ，義政の政治に干渉する邪悪た振葬いががつくから)といわれ，義政の政治に干渉する邪悪た振葬いが風刺の対象とされた。元家は赤松氏の一族で風刺の対象とされた。元家は赤松氏の一族で風刺の対象とされた。元家は赤松氏の一族で風刺の対象とされた。元家は赤松氏の一族で風刺の対象とされた。元家は赤松氏の一族で風刺の対象とされた。元家は赤松氏の一族で
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が義政の正室として入ると，富子派と今が義政の正室として入ると，富子派と今が義政の正室として入ると，富子派と今が義政の正室として入ると，富子派と今が義政の正室として入ると，富子派と今が義政の正室として入ると，富子派と今参局派とが生まれ，両派はことあるごとに激しく争った。参局派とが生まれ，両派はことあるごとに激しく争った。参局派とが生まれ，両派はことあるごとに激しく争った。参局派とが生まれ，両派はことあるごとに激しく争った。参局派とが生まれ，両派はことあるごとに激しく争った。参局派とが生まれ，両派はことあるごとに激しく争った。

寛正大飢饉始1459＝41歳：*富子は男子を生んだが，子はすぐに死んだ。今参局が富子の男子出生を呪誼したからだと噂され，義政に*富子は男子を生んだが，子はすぐに死んだ。今参局が富子の男子出生を呪誼したからだと噂され，義政に*富子は男子を生んだが，子はすぐに死んだ。今参局が富子の男子出生を呪誼したからだと噂され，義政に*富子は男子を生んだが，子はすぐに死んだ。今参局が富子の男子出生を呪誼したからだと噂され，義政に*富子は男子を生んだが，子はすぐに死んだ。今参局が富子の男子出生を呪誼したからだと噂され，義政に*富子は男子を生んだが，子はすぐに死んだ。今参局が富子の男子出生を呪誼したからだと噂され，義政に
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明したといわれる。明したといわれる。明したといわれる。明したといわれる。明したといわれる。明したといわれる。

｢人物日本歴史館｣，｢日本の女性｣，田端泰子｢乳母の力｣，


